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学 校 だ よ り 第 13号
～ともに創造する（つくる）～

江東区立南砂中学校

「どう生きるか」～たかのてるこさんの生き方を通して～
校長 近藤 啓太

Ｙ主任養護教諭プロデュースの『命の授業』では、たかのてるこさんの生き方を通して私も
たくさんの勇気や自信をいただきました。のちほど生徒のアンケートを一部掲載しますので、
１人１人が感じたこと考えたことを共有していきましょう。
今回は、たかのてるこさんの著書『ガンジス川でバタフライ』を紹介します。

（宮藤官九郎さん脚本、長澤まさみさん主演でドラマ化されました）是非読んでほしい一冊です。

学生時代、たかのさんはホントの自分を見つけ「スゴい人」になろうと一大決心し、20 歳
の夏に、一番早く香港に出発できる三日後の格安チケットを購入します。（ユニークな感性表現
により、読んでいて次に何が起きるかワクワクします。）香港からシンガポール、マレーシアに移
動し、女性の一人旅を心配し声をかけてきた男性の家族に温かく迎え入れられます。家族総出
で見送られるシーン、私は朝の東西線で不覚にも泣きました。
またインド旅行をした際には、夜行列車で同じ席に座った家族の家に立ち寄り、熱いおもて

なしを受けます。しかし、いつも笑顔の優しいお母さんが、召使に対してものすごい形相でス
プーンを投げつける場面を偶然見てしまいます。カースト制の根深さや自分自身の中にもある
差別意識に気づき、やりきれない気持ちにもなります。その後安宿で過ごし、毎朝ガンジス川
の川面から昇る太陽を見ながら、これからどう生きるかを考えるのです。
こんな記述があります。（『お坊様との禅問答』から）
私が対峙している自分自身はどうやって出来たんだろう。きっと今までのいろいろが、知らず知

らずのうちに私という人間を形づくってしまったのだ。「過去の私」が「今の私」を作ったというこ
とは、今の私の生き方が、おのずと「未来の私」を作ってしまうことではないか。
誰に憧れたところで、私は他の誰かになんかなれやしない。私は一生、私自身についていくしか

‼ないんだ。そう思った途端、私はとっさに大きな声で答えていた。「アイ、ビリーブ、マイセルフ 」

≪３年生の生徒アンケートから≫ （一部のみ掲載します）

・ あなたにとって生きるってなに？「楽しむ」
たかのてるこさんが言葉も通じない相手と仲良くなって一緒にご飯を食べている映像を見

て、コミュニケーションにおいて一番大事なのは言語なんかではなく、フィーリングなんだと
思いました。言葉というツールなんかに頼らなくても見知らぬ人とすぐに仲良くなれるたかの
さんのように、根っからの優しいオーラをまとえるように自分磨きを頑張りたいです。
・ あなたにとって生きるってなに？「自分が幸せだと感じられること」
私はいつも自分に自信がもてません。人の目が気になってしまい、不安になってしまいます。

失敗をしたらさらに不安が広がりまた失敗をしてしまいます。私は、てるこさんの話を聞いて、
「ここにいていいんだ」「好きなことをして楽しんでいいんだな」と思えました。
私たちはいろんなものと繋がっていて、みんなで力を合わせて生きています。これからは、

広い視野をもってたくさんの人と出会ってありのままでいたいです。
・ あなたにとって生きるってなに？「成長すること 目標に向けて頑張ること」
僕はよく落ち込んでしまったり、負の感情を抱くことがあったので、すごく羨ましく思い参

考にしようと思いました。僕は、自分の命はすごく大切にしているが、人への配慮が少し足り
ていないと気づきました。これからは、困っている人などを積極的に助けていき、人への気配
りや配慮を大切に生きようと思いました。
・ あなたにとって生きるってなに？「他人からの評価を気にせず好きなことをすること」
今年は「生」についてだったので聞いていておもしろかったです。「生きるとはどういうこ

となのか」「死ぬとはどういうことなのか」を深く考えさせられました。私は、たかのさんが
おっしゃっていた「死ぬことを『不幸』と言わないで」という言葉が心にささりました。せっ
かく頑張っていたのに、それが終わったことを「不幸」という一言で表されてしまうのは悲し
いです。だから、私はそんなことを言われないよう、最後におっしゃっていた「心配するなら
行動する」という言葉を大事にしていこうと思いました。
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≪保護者アンケートから≫ （一部のみの紹介です。多数ご意見いただきありがとうございました。）

【午前の部】
・学年発表の他に、有志の生徒の発表が多く、意欲的で素晴らしいと思います。やりたい事を
発表出来たため、始まる前も終わってからの表情も明るく生き生きしていました。（２年生）
・開会式、閉会式の漫才は斬新。最初のバンド、ダンス、スピーキング、海外派遣の発表から、
劇、歌と準備と練習が大変だったと思いますが、素晴らしいパフォーマンスでした！（３年生）
・C 組さんの発表には驚きました！夕飯時に子供達が C 組さん達の天才ぶりに興奮して話を沢
山してくれました。一年生の発表もとても勉強になりました。 （３年生）
【午後の部】
・和太鼓は迫力があり、皆さん格好良かったです。パソコン部もしっかり作られていて、部活
の雰囲気が楽しい時間だと伝わりました。吹奏楽も練習の成果がでていたと思います。二年生
の合奏はリズムに乗り楽しそうに歌っていて、見ていて楽しめました。全校合唱は力強くて感
動しました。今年は職員合唱もあり、先生も楽しんでいて、生徒は盛り上がり嬉しそうで良か
ったです。 （２年生）

文化祭では発表団体が日頃取り組んだ成果
を発表しました。学年の発表は、十分な準備
時間がない中ではありましたが、それぞれが
工夫し見応え・聞き応えがありました。そし
て何よりも素晴らしかったのは、鑑賞する生
徒が演技者を応援し盛り上げるパワーでした。
恐らく誰も意識してはいないと思いますが、
まさに『ともに創造する文化祭』でした。
生徒の心に染みついた『SOUTH 活祭』です。
爽やかで感動的な一日でした。
蛇足ですが、生徒会が呼びかけての有志に

よる「歓喜の歌」が、ドイツ語でアカペラと
は恐れ入りました。いろいろな場面で学校を
支える有志の力！これぞ南中の伝統！

○3年A組 Ａ
英語学芸会 （江東区文化センター）

スピーチ『The Internet』
○和太鼓部 連合音楽会（ティアラ江東）

１年 Ｏ，Ｎ，Ｍ，Ｍ，Ｙ，Ｓ，Ｎ

２年 Ｉ，Ｔ

３年 Ｋ，Ｉ，Ｕ，Ｋ，Ｃ （敬称略）

10 月 31 日（火）に行われた連合行事に 15 人の生
徒が参加しました。立派に発表をしてきました。


